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一日本の若者ファッションを中心に

　目的　個性化が定着しつつあるといわれる現代日本の社会のなかで、一つの文化を創り
上げている若者のファッションに目を向けると、個性化を求める反面、同調現象の強化が

が見られる。ところで、なぜ、そのような若者文化が生まれ、なぜ、そのような強い同調
現象が生まれるのであろうか。それを説明しようとする際に前提となるものの一つは、若
者文化を形成している成層は、同一階層の対等な人々によって形成されているということ
である。そこで、考えられることは、対等な人々の間における相互作用では、対等な価値
のサービスや財が交換され、この事態が反復されるなかで互酬性の規範が生じることと、
その互酬性の規範は、「～しねばならなく」なるという競争に近い性格を有する点、そし
て、そのような特徴はアメリカ北西部のインディアン部族にみられるポトラッチという慣
習に似ていることに着目した。このような脈絡から、若者ファッションに見られる一部の

社会現象について、その因果関係を具体的に解明することに本研究の目的がある。
　方法　消費行動に影響を与える社会的要因は多種多様であるが、ここでは、ポトラッチ
との比較に有用であると考えられる三つの仮説（知見）を立てた。そして、その要因分析
の変数として、アメリカの社会学者G. C. Homansの社会的行為理論における「地位」と
　F集団／成層」を取り上げて検討する。
　結果　現代の消費行動に見られる一連の現象は、①誇示的消費、②競争的消費、③互酬
性の規範に規制される消費という点で、未開社会におけるポトラッチという慣習と類似し

た共通点があることがわかる。

lMp-5　　服装の変化要因に関する研究

　　　　　　　○　李　蘭　姫（文化女大・院）

　　目的：服装は、人間の社会的行為と直接的に関連するもっとも大切な部分であり、社会

　変動と文化変容との関連で生み出されるものであるので社会の動きの影響を無視すること

　はできない。社会環境の変化によって人々の意識や心理傾向が変化すると、それは服装に

　現れる。服装は。着装するひとの意識やライフスタイルによって異なるものであることを

　前提にすれば、服装の変化を人間の意識の流動性と社会環境の変動を結びつけて考えて見

　る必要がある。ここで社会環境の変化は社会構造の変化にともなって変動することに着目

　して、それを社会学的背景に基づき、分析するとともに現代社会における服装の変化にお

　いて社会環境との密接な関係を究明してみることを目的とした。

　　方法：主に文献資料を中心とした社会学理論、つまり社会変動論の視点にたって現代社

　会の服装の変化要因を分析し、その要因問の相互関係を考えてみる。それを実証的に分析

　するために洋書、新聞、情報誌などを参考した。

　　結果：服装の歴史と各時代の社会的出来事を調べると、服装の変化はその時代の社会に

　変化が起きた時と一致していることが明かとなる。その社会変化は社会構造の変動による

　もので、人間の取り巻く社会環境、つまり経済、政治、社会、文化に変化が起き、人間の

　意識と生活様式を変化させ、それが服装の変化をもたらす大きな要因となった。
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